
羽
生
�
�
�
�
�
�

考
�
�
�

中
島
�
�
�
無所属

�

目
先
�
話
題
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
�
万
�
千
人
�
生
活
�
守
�
�
�
�

�

子
�
�
達
�
夢
�
�
未
来
�
残
�
�
�
�

�

�
�
�
立
�
上
�
�
�

世
代

交
代

●昭和４７年１１月鴻巣市にて会社員の父と洋裁職人の母より生誕

　　身長１８４センチ 体重７５キロくらい Ａ型 さそり座

●埼玉栄高等学校普通科 日本福祉教育専門学校社会教育学科

　　日本大学法学部政治経済学科卒業

●児童福祉施設勤務を経て、 鴻巣市社会福祉協議会職員となる

●平成１8 年 （３３歳） 若手地方議会議員有志主宰の 「若手政治家養成塾」 へ入塾 

●平成１９年 （３４歳） 正真正銘 「地盤、 看板、 カバンなし」 から羽生市議会議員

　　一般選挙に単身挑み初当選 

●平成２３年 （３８歳） 羽生市議会議員一般選挙立候補、 得票数を大きく伸ばし再選

■所属 ： 羽生市政を刷新する会代表　第 2 期若手政治家養成塾副代表　

　　　　　　　　ＮＰＯ法人地方議会制度研究センター副代表理事　青年地方議員の会会員

■趣味 ： 釣り 読書 家庭菜園 写真 　　■家族 ： 保育士の妻　長女　次女

■特技 ： ギター弾き語り バスケットボール ハンドボール

＜振り込み先＞ 武蔵野銀行 羽生支店 【普通】 １０５４８５８ 羽生市政を刷新する会

中島なおき プロフィール
Nakajima Naoki’s Profi le

　　　　　　　　　　　　　　私、 中島は日頃からお金をかけない活動を心がけております。 しかしながら、 選挙や政治

活動にはお金がかかるのが現実です。 しかも今回はこれまでとは異なり大戦 （おおいくさ） です。 選挙事

務所の設置、 各種印刷物の作成、 配布など多額な資金が必要です。 少額でかまいません。 羽生市政を刷

新するため、 みなさんのお力をお寄せください。 （企業、 業者からの献金はお受けできません。）

■日時：

■場所：

■弁士：
　（予　定）

みなさんのお力をお寄せください！

発行元 ： 中島なおきを応援する会
348-0071 羽生市南羽生 4-17-2　電話 ： 070-6488-4588　メールアドレス ： japanist0422＠live.jp

中島なおき【討議資料 NO.43】

私たちも応援します。

和光市長

松本 武洋 （44）
第二期若手政治家養成塾 代表

井上 航 （34）
志木市長

香川 武文 （41）
青年地方議員の会 代表

石川 忠義 （44）

街頭演説会の
ご 案 内

羽生駅西口　ベルク前

羽生市政を刷新する会代表　中島直樹 ・ 羽生市議会議員　蜂須直巳

羽生市議会議員　保泉和正 ・ 行田市議会議員　柿沼貴志

４月29日 （火 ・ 祝） 11 ： 00 ～ ５月３日 （土） 11 ： 00 ～

第７回議会報告会にて

若手政治家養成塾の仲間たち、 青年地方議員の会の仲間たち

行田市議会議員 - 柿沼貴志　　久喜市議会議員 - 春山千明　　久喜市議会議員 - 富沢孝至　　八潮市議会議員 - 朝田和宏

志木市議会議員 - 河野芳徳　　朝霞市議会議員 - 神谷大輔　　嵐山町議会議員 - 佐久間孝光　　杉戸町議会議員 - 坪田光治

新座市議会議員 - 島田久仁代　　東松山市議会議員 - 松坂善浩　　狭山市議会議員 - 金子広和　　国立市議会議員 - 藤江竜三

ふじみ野市議会議員 - 仙田　定　　小美玉市議会議員 - 谷中和雄　　本庄市議会議員 - 田中輝好　　埼玉県議会議員 - 菅原文仁



　　現市長による市政運営が始まり、 間もなく８年。 当初は期待を集めたものの、 将来

展望がなく、 「独断」 と 「思いつき」 の市政運営が続いています。 また選挙公約で掲

げた重大な政策課題の解決も先送りされるばかりです。

　　そして最近は、 ゆるキャラ ® 事業や米国都市との姉妹都市締結計画など、 目先の

話題作りにばかり夢中になる様子が目立ちます。

　　市長の目指すまちづくりと、 市民の望むまちづくりは、 いつの間にかかけ離れてしまっ

たように思えてなりません。
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　　日本は人口減少時代に突入。経済の低迷も続いています。羽生市も平成12年をピー

クに人口は減少。 同様に市税収入も減少しています。

　　この問題に真剣に向き合い、 対応策を講じなければ、 羽生市の発展はありません。

羽生市は衰退の一途？羽生市は衰退の一途？羽生市は衰退の一途？

約 11%減

約 10%減

現在使われている市役所の中でも異質な黒塗りの市長専用高級車。これ
は誤った権威の象徴です。年間数百万円の維持費を要している黒塗りの
市長専用高級車を廃止し、市長車は他の職員と共用します。

黒塗りの市長専用車を廃止します。


